[bookmark: _Hlk23780056][bookmark: _GoBack]令和元年１１月１２日
地区組織・拡充委員長　各位
一般社団法人日本ボーイスカウト愛知連盟
組織・拡充委員会　委員長　　冨田　昭則
（公印省略）
全国社会連携・広報フォーラム２０１９の開催について
（兼令和元年度組織・拡充に関する研修会）

三指
　日頃は、ボーイスカウト運動に格別のご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　御承知の通り、全国的に加盟員の減少・中途退団者に歯止めがかからない現状が続いています。それは私ども愛知連盟にとってもその現状は何ら変わりがありません。
　そのような現状を踏まえ、今年度、≪日本連盟社会連携・広報委員会≫では、「全国社会連携・広報フォーラム２０１９」と称し、全国各地にてフォーラムの開催を希望しており、愛知連盟としては今年度の開催をすることといたしました。
　このフォーラムは、日本社会の中で、子どもたちの取り巻く環境が変化し、貧困の蔓延やデジタル化など、看過できない社会的課題が数多く存在しています。「なろう！一人前に」をキャッチコピーに掲げて、今こそ、一人でも多くの青少年にスカウト活動のもつ素晴らしい価値を体験する機会を提供しなければと考えております。
　フォーラムの趣旨・内容を広くご理解していただき、多くの皆さまにご参加をお願いいたします。
弥栄

１　目　　的　ボーイスカウト活動の中での社会連携・広報について、実施のポイント、
事後の報告など具体的なノウハウを紹介し、スカウトの増加を実現する。
なお、今年度は兼組織・拡充に関する研修会とする。
２　主　　催　一般社団法人　日本ボーイスカウト愛知連盟
３　主　　管　日本ボーイスカウト愛知連盟　尾張南地区
４　講師派遣　公益財団法人ボーイスカウト日本連盟　社会連携・広報委員
５　日　　時　令和２年１月１９日（日）１３：３０～１７：００
６　場　　所　あま市・甚目寺公民館　３Ｆ　視聴覚室
あま市甚目寺二伴田６５番地　　電話：０５２－４４４－１６２１
７　参加対象　団委員長、組織拡充を担当する団指導者、組織拡充に興味のある指導者
８　定　　員　５０名
　＊申込み多数の場合は、尾張地域及び名古屋地域の方を優先します。
９　参加費　無料
10　研修内容　・地域における社会連携の進め方
　　　　　　　・WEBサイトを使ったPRの具体的方策
　　　　　　　・ニュースリリース発信法
　　　　　　　・広報ツールキットの活用　他
11　携行品　筆記用具、マイカップ
12　服　　装　制服
申込先　　尾張南地区　組織・拡充委員長　小関　治生
　　　　　　E-mail　　gatapishi@ipc-tokai.or.jp
＊申込締切：令和元年１２月２８日（土）必着

社会連携・広報フォーラム参加申込書

（１）　氏　　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
性　　別：　男　・　女　
　　　　所　　属：　　　　　地区　　　　　第　　　　団（　　　　　隊）
団 役 務：　　　　　　　
　　　　地区役務：　　　　　　　　　　
緊急連絡先(携帯)：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（２）　氏　　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
性　　別：　男　・　女　
　　　　所　　属：　　　　　地区　　　　　第　　　　団（　　　　　隊）
団 役 務：　　　　　　　
　　　　地区役務：　　　　　　　　　　
緊急連絡先(携帯)：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（３）　氏　　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
性　　別：　男　・　女　
　　　　所　　属：　　　　　地区　　　　　第　　　　団（　　　　　隊）
団 役 務：　　　　　　　
　　　　地区役務：　　　　　　　　　　
緊急連絡先(携帯)：　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　令和 　  年　 　月　 　日

申込者
　　　　　地区　　　　　第　　　　団
氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連絡先　Tel： 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Fax：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
E-mail： 　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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